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Ｉ　目　　的　　織物の構成因子が織物の物性に及ぼす影響は重要-eあるK もかかわらず･

条件に合った試料の入手が難かしいためか、余力行われてI/-. * いようである。そこで、織

糸の太■$ ■密度・組織を変化させた織物を製織し、これらの因子が、織物の剛軟性に及ぼ

す影響、唾ft、剛軟性の試験法間の相関についても検討を行った。

Ｉ　方　　法　　①試料　　織糸：綿糸30 sと40 sの２種、設計密度:30^の場合、経糸

89.6本／inヽ緯糸68 ヽ74ヽ80 ヽ86本／mの４種:40 ^^の場合ヽ経糸112本／In ヽ緯糸76.5ヽ

82.2ヽ87.7、93.2本／inの４種、組織：平織、斜文織（%）、朱子織（8枚５飛び）の３

種とし、これらを組み合わせた総計22種類の試作布を精練して用いた。c試験　　JIS L

1096「一般織物試験方法」よわ、剛軟性試験として、45度カンチレバー法、スライド法ヽ

クラーク法ヽハートループ法ヽハンドリングデスク法、ドレ―プ法、曲げ反ぱつ性試験と

して、ループ圧縮法の７種を選び、それにK E S －F －M 2型曲げ試験を加えた８種類である。

Ⅲ　結　　果　　本実験に用いた試料の範囲内では、①カバーブ-? ククーが大きくなるほ

どヽ絶対密度が大きく々るほどヽ硬く々る傾向がみられる｡②30^の布ヽ40^の布とも硬

さはヽ（平織）＞（斜文織）＞（朱子織）の傾向がみられる。③45度カンチレバー法ヽ八

一トループ法、クラーク法の場合、JIS　では剛軟性を単なる長さで表わしているが、質量

を考慮したところの曲げ剛さで表わした方が、よりはっきりした傾向がみられる。R今回

行った８種類の試験法間では、r ＝二〇｡8～0.9とい5非常に高い相関が得られた。③ドレー

プ係数、シェープ係数ヽ形状係数間の相関についても比較した。
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